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流域水文生態系モデリング学

未来型水利用システムの開発
Development of Future Water Usage System

水文学の挑戦－水から解く地球と社会－

社会基盤学専攻

本研究室では、地理学上の空間のデータ、降水量、気温、河川水温および土地利用データな
どを利用して、流域における過去の汚濁負荷量を再現し、将来を予測する流域シミュレータを
開発しています。
開発した流域シミュレータを、日本各地の流域に適用することで、近年の水問題を理解し、解
決することに役立っています。

[図1  流域シミュレータの概念図(MouriおよびOki、2010年)]
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[図13 流域の耕作に適している土地での農肥料使用の縮小による全窒素移動量の
変化(a)10%縮小(b)20%縮小(c)、30%縮小(d)40%縮小(e)、50%縮小]

(Mouri et al., 2010(c))

典型的なトリガーは、４月
以降、河川水温が海水温
を超えた場合とわかる

水圏系生態系への影響予測
-水文・気象と鮎データセットを用いた鮎遡上数の予測-

河川流量が200m3/sを超えた直後
に遡上数が大幅に増加する

年間の鮎の総遡上数は年最
大流量の大きさに比例する
(R2=0.6)

河川における土砂移動の予測
（縦断図）

斜面崩壊の予測（ダム）

[図６ 土地利用のみ
を考慮]

[図７ 土地利用も
人間活動情報も考慮]

[図２ 人口密度] [図３ 工業排水量] [図４ 農業粗生産額]

人間活動情報による負荷源の分離

窒素負荷量

流域環境指標

施策の効果

再現実験で結果を検証
より再現できている！

[図５ 流域の窒素負荷量]

[図９土砂移動形態別の流砂量を縦断
的に算定]

SS土砂生産の将来予測（日本図）

[図８ 東海豪雨時における斜面崩壊の
計算結果] (Mouri et al.,2011b)
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[図10 2090年代における比SS
生産量(Data:MIROC_nies)]

[図11 2090年代における現状
比(Data:MIROC_nies)]

[図12 流域環境指標の開発]
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[図14 鮎の遡上数と河川水温・海水温の関係]

[図15 鮎の遡上数と河川流量の関係] [図16 年間の鮎の遡上数と、年最大流
量の関係]

将来的に

土砂生産は増加
傾向と予測

教育・広報を通じた正し
い知識・問題点の認識

林業の再興
新しい林業経営

生物生息環境の向上
環境調和型の都市圏

治水・利水の安全性向上

流域環境における時空間情報
の統合およびネットワーク化

流域環境改善オプションの評価

流域環境改善オプション
の効果を定量的に判断
するため、流域環境指標
の作成を行った

開発した指標を基に
定量的に判断

中部地方を流れる長良川
水系を例としている


